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Ｈ
Ｈ
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Ｈ
Ｈ
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．
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．
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第501号

毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町の人口

（4月末現在）

人　口　　　28，367人
男　　　　13，848八

女　　　　14，519人

世帯数　　　　9．020世帯
（4月の異動）

転入404人　　出生　33人
転出236人　　死亡11人

固定資産税の第1期分納期は　5　月3瓦ま　で／

し

　

ま

　

Ｌ

 

Ｊ
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美

し

い

自

然

と

き

れ

い

な

町

を

環

境

週

間

6

月

5

日

～

6

月

1

1

日

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境

会
議
は
、
人
類
と
そ
の
子
孫
の
た
め
、

人
間
環
境
の
保
全
と
改
善
を
世
界
共
通

の
努
力
目
棟
と
し
、
そ
の
意
思
を
表
明

す
る
た
め
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択

し
ま
し
た
。

●地域ぐるみで側溝・水路の一斉清掃をしよう

憲ｉｉｌ芦観一一監
世
界
各
国
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
、

毎
年
6
月
5
日
を
「
世
界
環
墳
デ
ー
」

と
し
て
、
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
識

す
る
た
め
の
諸
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す

我
が
国
で
は
、
こ
の
日
を
初
日
と
す

る
一
週
間
を
「
環
境
週
間
」
と
し
て
定

め
環
境
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
を

高
め
る
た
め
の
運
動
や
行
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
〝
空
カ
ン
や
紙
く
ず
の

投
げ
捨
て
〃
な
ど
私
た
ち
一
人
一
人
の

心
が
け
で
、
よ
く
な
る
身
近
な
問
題
を

家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
自
然
観
察
教
室

自
然
の
中
で
動
植
物
の
生
態
を
観
察

し
、
自
然
の
し
く
み
や
偉
大
さ
を
学
び

自
然
保
護
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

▽
日
時
　
6
月
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
「
四
王
寺
県
民
の
森
」
一
帯

▽
対
象
　
小
学
生
4
年
～
6
年
生

▽
参
加
申
込
み
先
　
福
岡
県
環
境
整
備

局

保

全

課

（

審

0

9

2

・

6

2

2

・

1
4
0
6
）

◎
河
川
浄
化
運
動

生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
各
区
や
隣

組
な
ど
で
、
側
溝
や
水
路
の
一
斉
清
掃

運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
も

近
所
の
人
を
誘
い
合
っ
て
、
ご
参
加
く

だ
き
り
、
こ
の
運
動
の
盛
り
あ
げ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

6

月

5

Ｒ

Ｔ

（

7

月

5

日

◎
空
カ
ン
・
空
ビ
ン
等
散
乱
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

6

月

5

日

～

8

月

3

1

日

（
、

◎
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
撲
滅
県
民

運

動

　

（

6

月

1

日

～

6

月

3

0

日

）

町
で
は
運
動
期
間
中
に
限
ら
ず
、

草
刈
機
の
無
料
貸
出
し
を
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魁
文
化
財
め
ぐ
り

天
然
記
念
物
、
史
蹟
等
の
文
化
財
を

徒
歩
で
散
策
し
、
あ
わ
せ
て
自
然
に
親

し
む

▽
日
時
　
6
月
6
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
久
留
米
「
高
良
山
一
帯
」

▽
対
象
　
県
民
一
〇
〇
名

▽
申
込
み
先
　
教
育
庁
文
化
課
（
審
0

9
2
・
6
4
1
・
2
9
0
3
）

無
リ
ン
洗
剤
や

洗
濯
石
け
ん
を
使
お
う

洗
濯
を
し
た
後
の
排
水
に
含
ま
れ
て

い
る
〝
リ
ン
″
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
リ
ン
は
、
服
の
汚
れ
に
つ
い
て

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
汚
れ
を
落
ち

や
す
く
す
る
た
め
に
、
合
成
洗
剤
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

汚
れ
を
落
と
す
た
め
の
も
の
が
、
水

を
汚
す
と
い
う
の
も
変
な
話
で
す
が
、

リ
ン
は
、
室
素
と
並
ん
で
動
植
物
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
の
一
つ
で
す

こ
の
リ
ン
が
、
水
の
流
れ
の
少
な
い

親
や
内
海
に
流
れ
込
む
と
、
水
は
富
栄

養
化
し
、
藻
な
ど
の
水
性
生
物
な
ど
が

異
常
に
繁
殖
し
た
り
、
水
質
が
悪
化
し

て
魚
介
類
の
生
息
に
意
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

最
近
で
は
、
リ
ン
の
入
っ
て
い
な
い
合

成
洗
剤
、
い
わ
ゆ
る
〝
無
リ
ン
洗
剤
″

や
〝
洗
濯
石
け
ん
″
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
糧
と
も
言
え

る
水
を
守
る
た
め
に
も
、
洗
濯
に
は
無

リ
ン
洗
剤
や
洗
濯
石
け
ん
を
使
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

鉄

道

妨

害

防

止

運

動

5

月

2

0

日

～

6

月

0

0

日

昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
、
今
年
の

三
月
ま
で
の
一
年
間
に
、
門
司
鉄
道
管

理
局
管
内
（
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎

県
）
で
発
生
し
た
踏
切
事
故
は
百
六
十

二
件
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
麟
切
事
故
が
原
因
で
死
亡
さ
れ

た
人
は
十
七
名
、
怪
我
を
さ
れ
た
人
は

一
二
十
四
名
と
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い

ま
す
。
踏
切
事
故
の
発
生
原
因
の
う
ち

悪
質
な
も
の
と
し
て
は
①
し
ゃ
断
機
を

突
破
し
た
た
め
　
四
件
　
㊥
警
報
を
無

視
し
た
た
め
　
三
十
五
件
　
㊥
列
車
の

直
前
を
横
断
し
た
た
め
　
三
十
四
件
の

七
十
三
件
で
全
体
の
四
十
五
％
を
し
め

て
い
ま
す
。

っ
ぎ
に
、
無
理
・
あ
わ
て
、
な
ど
安

全
を
十
分
確
か
め
な
か
っ
た
た
め
の
事

故
と
し
て
　
①
狭
い
踏
切
で
の
落
輪

三
十
件
　
⑧
不
容
易
に
停
止
位
置
を
越

え
た
た
め
　
四
十
四
件
　
㊥
運
転
技
術

が
未
熟
で
あ
っ
た
た
め
の
エ
ン
ス
ト
十

四
件
の
八
十
八
件
で
五
十
五
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
い
た
ず
ら
で
小
さ
な
子
供

の
線
路
へ
の
置
石
な
ど
が
あ
り
ま
す
げ

踏
切
り
を
横
断
す
る
む
き
は
、
一
旦

停
止
や
前
方
確
認
を
十
分
励
行
し
、
鉄

道
事
故
を
妨
ぎ
訂
し
よ
う
。

脾

踏切で自動車が動けなくなった時
1：踏切非常ボタンがあるとき。
●　非常ボタンをカバーの上から、ボタンがもどらなくなる

まで力強く押して下さい。
●　ボタンを押すと付近の発炎筒が発火すると同時に信号機

が赤になります。
●　この装置は複線区間の警報機がついている踏切こ設けて

あります。（単線区間にも一部あります〕
2：踏切非常ボタンがないとき。
●　自動車に備えておられる発炎筒や赤旗などを列車に向っ

て円形に振って下さい。
★　自動車には必ず非常用信号用具（発炎簡・赤旗）を備え
つけましょう。

冬みんなで　なくそう不法電波専　　電波法違反防止旬間（6月1日－10日）
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は
つ
く
ら
れ
る
も
の

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

間
日
　
　
日

封
射
～
耶

水

6

　

　

6

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
好
き
な
だ
け
水

が
出
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
わ

た
し
た
ち
は
、
と
か
く
水
道
の
貴
重
さ

を
忘
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
水
を
つ
く
り
、
家
庭

に
運
ぶ
ま
で
に
は
莫
大
な
費
用
と
労
力

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
や
堰
の
建

設
、
浄
水
場
の
整
備
、
配
水
管
の
維
持

管
理
な
ど
、
数
え
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
違
っ

て
水
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気

に
し
な
い
が
人
多
い
よ
う
で
す
。

た
と
え
ば
～
。

◎
蛇
口
か
ら
の
海
水
の
場
合

・
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る
程
度

1
時
間
で
1
リ
ッ
ト
ル
、
1
力

⑧
⑧
の
と
き
困
っ
て
い
ま
す

ご
協
力
く
だ
さ
い

且
を
か
け
磯
を
つ
富
ま
し
ょ
う

最
近
表
札
の
か
か
っ
て
い
な
い
家
が

多
く
、
水
道
料
金
の
集
金
を
し
て
い
る

と
き
「
ど
な
た
の
家
」
か
わ
か
ら
ず
困

っ
て
い
ま
す
。
玄
関
に
は
必
す
氏
名
の

入
っ
た
表
札
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
犬
の
放
し
飼
い
で
も
困
っ
て
い

ま
す
。
自
分
で
飼
っ
て
い
る
犬
は
誰
に

も
か
み
つ
か
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も

他
人
か
ら
見
れ
ば
か
み
つ
か
な
い
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
、
門
を
開
け

る
と
〝
ガ
ブ
リ
″
と
、
か
ま
れ
て
怪
我

を
し
た
集
金
人
さ
ん
も
い
ま
す
。

飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
検
針
や
集
金

の
と
き
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ

う
お
原
い
し
ま
す
。

水
道
料
金

口
座
振
替
が
便
利
で
す

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
次
の
各
銀

行
で
口
座
振
替
え
が
で
き
ま
す
。

不
在
の
た
め
に
集
金
人
に
支
払
う
こ

と
が
で
き
な
い
万
は
、
こ
の
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
各
銀
行

備
え
つ
け
の
口
座
振
替
申
し
出
書
に
必

要
事
項
を
書
き
込
む
だ
け
で
で
き
ま
す

口
座
で
の
引
き
落
し
は
毎
月
2
5
日
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
し
て
い
る

方
は
、
前
日
ま
で
に
入
金
し
て
く
だ
さ

い
。（

収
納
取
扱
金
融
機
関
）

。
遠
賀
信
用
金
庫

。
福
岡
銀
行

。
西
日
本
相
互
銀
行

。
遠
賀
郡
農
協
水
巻
支
所

月
で
浴
槽
－
杯
分

・
糸
状
と
な
っ
て
出
る
場
合

1
カ
月
で
浴
槽
祁
杯
分

て
の
よ
う
に
少
し
の
水
で
も
時
間
が

た
て
ば
相
当
の
量
に
な
り
ま
す
。

水
は
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。
限
り

あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

▽
受
験
資
格

次
の
一
つ
に
該
当
す
る
方
は
、
試

験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
免
許
職
種
に
関
す
る
一
級
又
は
二
級

の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者

⑧
長
期
指
導
貞
訓
練
課
程
の
指
導
員
訓

練
（
旧
職
業
訓
練
大
学
校
を
含
む
）
修

了
者

㊥
免
許
職
種
に
関
し
、
専
門
訓
練
課
程

の
養
成
訓
練
（
旧
特
別
高
等
訓
練
課
程

の
養
成
訓
練
を
含
む
）
修
了
者

▽
各
試
験
の
受
付
期
間

。
建
設
科
　
5
月
2
8
日
～
6
月
4
日

。
溶
接
科
　
6
月
2
5
Ｒ
∵
～
7
月
2
日

。
左
官
科
　
7
月
3
0
日
～
8
月
6
日

。
配
管
科
　
8
月
2
7
日
～
9
月
3
日

。
和
裁
科
　
9
月
2
4
日
～
1
0
月
1
日

。
自
動
車
整
備
科
　
1
0
月
2
2
日
～
2
9
日

。
園
芸
科
外
　
1
1
月
1
9
日
～
1
1
月
2
6
日

▽
試
験
の
申
込
み
手
続

福
岡
県
労
働
部
職
業
訓
練
諜
　
〒
8
1

2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
（

魯

0

9

2

・

6

4

1

・

4

8

6

0

）

　

へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

6月は現況届の捏′出期間です

－児童手当を受けこいる方へー

き　児童手当の支給を受けている方は、6月1日から30日までの間に「児童手当現況届」
室　を役場に提出することになっています0

き　現況届は、引き鰍、て児童手当を受けるための大切な手続きです。

この現況届は、受給者の前年の所得の状況と、6月1日現在での児童養育の状況な

どを確認するために提出していただくものです0

の児童手当の支払いを受けることができなくなりますから、必ず期限までに役場社会

もし、この届けを出さないと、引き続いて受給できる資格があっても、6月分以後
き　爪旧立ィ、1．爪＋．．、、ナ＿戒，⊥，ナ，Ｌｌ重‥＿ノ山ＪＪ⊥＿き　い′Ｊ廿。げ。Ｊ慣け仇．。．ＬＡ

ｉ　課老人児童係に提出してください0
なお特例給付該当者の方も提出してくだき

競酪蒋窯鮮
主∵．：‡年度所得源泉徴 び57年度町県民税納付書

国民年金等の記号番号を調べて来てください。

ど詳しいことは、役場社会課老人児童係にお尋

さ

致患患．強迫ｌ川棚．仙仰ｌ……ｌ，．佃…刑．1，ｌ冊…ｌ，．Ｗ…，－…．Ｗ．．…．値。，ｌｌ，．ｊ

（持参するもの）

「票上諾芸雷雲笠雲慧完慧

綴吉富芸雷雲雲孟雷撃ｉねください0

〃川をきれいにも川にゴミなどを捨てないようにしましょう
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6
0
歳
以
上
の
方
に
居
室
資
金
を
貸
付

福
岡
県
で
は
、
6
0
歳
以
上
の
人
と
同

居
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
、
老
人
の

た
め
の
専
用
居
室
を
増
築
・
改
築
す
る

場
合
に
貸
付
け
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
資
格

①
6
0
歳
以
上
の
老
人
（
7
月
1
5
日
現
在

）
と
同
居
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
2
0
歳
以
上
、
5
9
歳
以
下
の
人

⑧
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
任
所
を

有
す
る
人

㊥
貸
付
金
を
償
還
す
る
見
込
み
の
あ
る

人
④
工
事
完
了
が
5
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
に

で
き
る
見
込
み
の
人

住
宅
要
件

①
床
面
積
が
1
6
6
が
（
約
5
0
坪
）
以

下
で
あ
る
こ
と

貸
付
条
件

①
貸
付
限
度
額
　
9
0
万
円
（
工
事
見
積

金
額
は
貸
付
金
の
3
倍
程
度
ま
で
）

⑧
貸
付
利
息
　
年
3
％

⑨
償
還
期
限
　
1
0
年
以
内

④
償
還
方
法
　
元
利
均
等
月
賦
償
還

保
証
人
の
資
格

①
県
内
に
引
き
続
き
一
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人

⑧
2
人
（
担
保
不
要
）

⑧
所
得
額
が
月
額
9
万
円
（
税
込
み
）

以
上
の
人

④
年
令
は
2
0
歳
以
上
、
5
9
歳
以
下
の
人

※
申
込
み
は
、
6
月
1
日
～
7
月
1
0
日

ま
で
に
役
場
社
会
課
老
人
児
童
係
へ

重量規制を解除
町道・赤池・橋詰線外1線舗装工事に伴い、う廻道

路として町道・五反五歩・曲り線の－都区間（下図）

の重量規制（5ｔ）を昭和57年6月10日から8月31日

まで解除します。

＿＿一一ｌ　＿／1ｈ Ｈ Ｈ

月
の
凱
柵
震
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽

日

時

　

6

月

7

日

、

1

4

日

、

2

1

日

2
8
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

地
区
別
成
人
病
検
診
を

受

け

ま

し

ょ

う

／

康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

保
険
証
の
切
替
え
は
も
う
済
み
ま
し
た
か

水
巻
町
で
は
、
町
民
の
健
康
を
守
る

た
め
次
の
日
程
で
各
地
区
で
検
診
を
行

い
ま
す
。
年
に
一
回
自
分
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
予
約
受
付
は
役
場
衛
生
係
で
行

い
ま
す
。
な
お
問
診
票
を
記
入
し
ま
す

の
で
、
直
接
本
人
が
衛
生
係
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
検
査
内
容

身
長
、
体
重
、
視
力
測
定
、
検
尿
、

血
圧
、
血
液
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
血
糖
検
査
、
心
電
図
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
胃
ガ
ン
検
査

〃－　・ク

25 24

〃．・ク

18 17

・ケ　〃

11 10

ク昌

4　3

〃 昌

2 7 26
日　日 日 日 日　日 日　日 日　日

Ｈ＿上 日土 日 土 日 土 日土

猪 高 役 み 書 ．

熊
松

鳩
ず 田

匝ｌ ほ 団

公 地 西 団
地

地

民 公 別 公 公

民 民
館 館 館 館 館

昭
和
5
7
年
4
月
1
日
か
ら
使
用
す
る

保
険
証
の
切
替
え
を
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
切
替
え
を
し
て
な
い
方
は
、
至
急
「

旧
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参
の
上

役
場
国
民
健
康
保
険
係
で
手
練
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
旧
保
険
証
は
、
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
自
分
の
保
険
証
を
も
う
一

度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

今
ま
で
ど
お
り
3
万
9
千
円

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
聾
の
自
己

負
担
限
度
額
が
、
四
月
診
療
か
ら
五
万

一
千
円
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
国
の
方
で
改
正
が
困

難
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
ど
お

り
三
万
九
千
円
が
自
己
負
担
限
度
街
と

な
り
ま
す
。

商業統計調査にご協力を
6月1日現在で、商業統計調査が行われます。

この調査は、全国の卸売、小売飲食店に属するすべての商店を調

査するものであり、販売活動の実態、商品の流通などを明らかにす

ることを目的としています。調査票は、統計以外の目的には使用さ

れず営業上の秘密は固く守られます。各商店では、調査の主旨をご

理解いただき正確な記入をされますようお願いいたします。なお、

不明な点がありましたら役場産業課まで連絡くださいｏ ｌ

〉詳しくは現地案内所へ
鯉口団地募集（12戸）0価格1，967万円～2，180万円
。土地面積　245〝ヂ～269〝〆　。建物面積　93〝ダー109〝ヂ
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6月のし尿汲取予定日
1日　頃宋（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

2日　頃宋（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊

3日　頃末（22、23区）、吉田二6区、古田三5

区、猪鰯
4日　頃宋（22、24区）、吉田二（1、2区）、

宮田三（2、5、6区）、猪熊、新生街（

山ノロ団地）、頃末（15、25区）

5日．吉田三（1、2、3、5、6、11区）、15
日まわり、猶熊

7日　吉田三（緑風園）、猪熊、頃末（松栄荘、

18区）

8日　頃宋（17、19、20、21区）、頃末（松栄荘）
美吉野、頃末（5、12、13区）

9日　頃宋（9、10、20、21区、みずまき苑）、

下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃未（5

12、13区）

10日　吉田－（4、5、6、7、8、9区、吉田
工場団地）、二、下二、吉田二（1、8区

川端通り、本村）、美吉野、頃宋（6、11、

14区）

11日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）

二、頃宋（6、11、14区）

12日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、官ノ下、
机社宅、古賀、新生街

14日　二町住、下二町住、吉田一3区（商店街）、

吉田三（車返し）、古賀、机

15日　吉田団地（37～43、46～52棟）、二町任

16日　吉田団地（19－22、27、28～36、44、45、

53－57、94－101棟）、樋口（卯月、中樋

口）

17日　吉田団地（1－6、8－10、16～18、23、

60－65、83～85、102－113枚）、樋口

18日　古田団地（7、11－15、66～71、72、73、
76－82、86－93、105、108棟）

19日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15

日まわり、猪熊町住

21日　二（1、2区、野間町住）、苫田二本村、

古賀県住

22日　二、伊左座、猪熊

23日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下

二（4、10区、双葉荘）、猪熊

24日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）

樋口川端通り
25日　みづほ団地、樋口赤水

26日　みづほ団地、猪熊

28日　樋口

附日脚Ⅲ

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
朋
髭
一
年
前
1
。
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、

1
0
日
経
っ
て
い
る
こ
と

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

㊥
時
間
厳
守
の
こ
と

4
ケ
月
児
健
康
相
談

▽

日

時

　

6

月

1

1

日

　

1

3

～

1

4

時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
ケ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1
5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
て
下
さ
い
。

）

7
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
4
日
　
1
3
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
対
象
者
　
5
6
年
1
0
月
1
日
か
ら
1
1
月

3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

そ
の
他
個
人
相
談

1
歳
6
カ
月
児
健
康
相
談

▽
。
時
朋
髭
｝
竃
～
1
4
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
個
人
相
談
、
受

診
者
は
歯
科
検
診
を
無
料
で
う
け
ち

れ
ま
す
。

老

　

人

　

検

　

診

▽
。
時
朋
9
8
ｍ
一
昔
ム
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
予

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

0
5
月
2
9
日
ま
で
の
間
に
衛
生
係
窓
　
山

口
に
て
予
診
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
二

▽
検
査
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談

※
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
日
時
　
6
月
1
7
日
（
木
）

8
時
3
0
分
～
1
0
時
ま
で

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▽
料
金
　
国
保
　
　
　
　
5
0
0
円

そ
の
他
　
1
、
3
0
0
円

▽
申
込
み
先

先
着
一
〇
〇
名
で
打
切
り
ま
す
。

役
場
衛
生
係
に
電
話
で
も
よ
ろ
し
い

の
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

3
歳
児
健
康
診
査

申
し
込
み
は
お
す
み
で
す
か
／

′

）

も
。
．
－
’
．
＿
ｔ
ｔ
一
ｔ
－
＿
ヽ
－
一
＿
．
＿
ｔ
．
一
＿
．
′
＿
．
4
＿
．
‘
＿
，
’
＿
．
‘
＿
．
‘
．
．

哨和56年9月19日生

（響き讐）さんの良男

やはり男の子一－。とても手

！足が強くテーブルを蹴ったり、

：大きな人形ケースを動かしたり

ｉ Ｌます。これからも元気に育っ

モ　てほしいと（梅ノ木団地10棟）

ゆか

桜木　由番ちゃん
昭和56年5月30日生

（票撃）さんの長女

人の気を引く時はヽぱあ－ヽ

と私達を事ばせます。好奇心お

う盛なので、ちょっと目を離し

たすきにぶつかって傷が絶えま

せん。明るく育ってね　（机）

一
＿
ｔ
〃
＿
ｌ
ｔ
＿
ｔ
〃
．
ｔ
‘
．
〓

おかの台団地募築（25戸）
0土地面積　218が」267が 0価格1，911万円～2，246万円〉。建物面積　95が～114〝ゲ

詳しくは現地案内所へ

存、禦2°0842
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町民体育大会
多数の参加をお待ちします

6　月　6　日　（日）

午前　9　時開会

住
民
の
体
力
向
上
と
融
和
を
め
ざ
し

て
、
今
年
も
六
月
六
日
に
町
民
体
育
競

技
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

種
目
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

軟
式
庭
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
の

五
種
目
で
町
内
五
会
場
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
ま
す
。

申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を

除
き
当
日
各
会
場
で
受
付
け
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

ま
す
。◇

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
◇

▽
会
場

。
一
般
女
子
…
南
中
体
育
館

。
中
学
男
子
…
吉
田
小
体
育
館

。
中
学
女
子
…
吉
田
小
体
育
館

▽
チ
ー
ム
編
成

。
地
域
や
グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
、
職
場

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

。
チ
ー
ム
人
員
は
、
監
督
1
名
、
選
手

1
2
名
以
内
と
す
る
。

▽
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▽
参
加
申
込

6
月
3
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で

◇
卓
　
球
◇

▽
会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
別一

般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

中
学
男
子
の
部
、
中
学
女
子
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

◇
軟
式
庭
球
◇

▽
会
場
　
水
巻
南
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
種
別一

般
の
部
、
中
学
男
子
の
部

中
学
女
子
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
し
ま
す
。

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
◇

▽
会
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

▽
種
別一

般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

中
学
生
の
部

▽
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
し
ま
す
。

◇
剣
　
道
◇

▽
会
場
　
頃
末
小
学
校
体
育
館

▽
種
別一

般
の
部
（
高
校
生
以
上
で
、
三
段

以
下
と
四
段
以
上
に
分
け
る
）
、
中

学
生
の
部

▽
試
合
方
法
　
個
人
戦
と
す
る
。

注

　

意

　

事

　

項

。
参
加
申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親

技
を
除
き
当
日
会
場
で
受
付
け
ま
す

。
参
加
者
に
参
加
賞
、
入
賞
者
に
賞
状

賞
品
を
贈
り
ま
す
。

。
体
育
館
を
使
用
す
る
人
は
、
必
ず
上

履
き
を
持
参
く
だ
さ
い
。

。
雨
天
の
と
き
は
、
軟
式
庭
球
競
技
の

み
6
月
1
3
日
に
延
期
し
ま
す
。

※
大
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

水
巻
町
教
育
委
員
会
へ
　
（
魯
2
0
1

・
4
3
2
1
）

北九州市の強豪を相手に健闘した

水巻マザーズのママさんたち

初
の
リ
ビ
ン
グ
北
九
州
杯

水
巻
マ
ザ
ー
ズ
準
決
勝
ま
で
進
出

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

リ
ビ
ン
グ
北
九

州
杯
を
か
け
た
第

一
回
マ
マ
さ
ん
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
、
九
日
午
前
九

時
か
ら
北
九
州
市

八
幡
東
区
の
桃
園

競
技
場
で
、
十
六

チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た

ｕＩン∬ノ

水
巻
町
か
ら
も
水
巻
マ
ザ
ー
ズ
が
出

場
し
、
よ
く
健
闘
し
て
準
決
勝
ま
で
進

み
、
お
し
く
も
井
堀
ク
ラ
ブ
に
7
－
6

で
敗
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
こ
の
日
は
朝
か
ら

強
い
日
ざ
Ｌ
が
照
り
つ
け
る
中
、
マ
マ

さ
ん
た
ち
は
、
し
た
た
り
落
ち
る
汗
を

ぬ
ぐ
お
う
と
も
せ
ず
に
ひ
た
す
ら
白
球

を
追
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
北
九
州
市

内
の
強
豪
を
相
手
に
堂
々
準
決
勝
ま
で

進
出
し
、
水
巻
町
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

示
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
一
回
戦
〕

水
巻
マ
ザ
ー
ズ
8
－
4
沼
ナ
イ
ン
ズ

〔
二
回
戦
〕

水
巻
マ
ザ
ー
ズ
ほ
ー
2
ふ
じ
い
ク
ラ
ゲ

〔
準
決
勝
〕

井
堀
ク
ラ
ブ
7
つ
6
水
巻
マ
ザ
ー
ズ

が

「
福
岡
県
少
年
の
船
」

国
　
見
　
募
　
集

▽

期

日

　

7

月

2

5

日

～

7

月

2

9

日

8

月

3

日

～

8

月

7

日

▽
研
修
地
　
沖
縄
本
島

▽
募
集
人
員
　
小
学
生
　
4
0
0
名

中
学
生
　
2
0
0
名

▽
料
金
　
小
学
生
　
3
9
万
5
千
円

中
学
生
　
4
2
万
円

▽
申
込
条
件

①
福
岡
県
在
住
の
少
年
（
小
学
5
年

以
上
中
学
ま
で
の
男
女
）

㊥
主
催
者
の
計
画
に
従
っ
て
規
律
あ

る
行
動
お
よ
び
団
体
生
活
が
出
来
る

と
共
に
、
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
も
耐
え
得
る
心
身
と
も
に

強
健
な
者
。

㊥
過
去
に
当
協
議
会
が
行
っ
た
少
年

の
船
に
参
加
し
た
人
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　
5
月
3
1
日
ま
で
。

締
切
り
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
早
く

水
巻
町
教
育
委
員
会
に
応
募
下
さ
い

※
詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
社
会

教

育

係

へ

魯

2

0

1

・

4

．

3

2

1

）

歯を大切　に／　　歯の衛生週間（6月4日～10日）
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水

巻

町

卓

球

選

手

権

大

会

三
月
二
十
一
日
、
第
二
回
水
巻
町
卓
　
◇
中
学
男
子
◇

（7）広鞠己が正が激∃墜　冊Ⅲ胴ⅢⅢ肌‖川Ⅲ‖…‖刷酬Ⅲ‖川棚　昭和57年5月25日

球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
◇

Ａ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
長
尾
浩
一

準
優
勝
　
尾
山
康
弘

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
　
勝
　
芳
賀
健
児

準
優
勝
　
野
村
和
男

◇
ｌ
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
◇

優
　
勝
　
緒
方
裕
子

準
優
勝
　
山
田
秀
子

優
　
勝
　
田
畑
　
真
（
水
中
）

準
優
勝
　
墨
田
憲
昭
（
水
中
）

◇
中
学
女
子
◇

優
　
勝
　
吉
川
弘
美
（
水
中
）

準
優
勝
　
田
丸
英
子
（
水
中
）

◇
ダ
ブ
ル
ス
◇

優
　
勝
　
幸
村
・
瀬
口
組

準
優
勝
　
山
田
・
川
崎
組

ーダｈＪやヽノ痺れ梱、〟や－ダやしバＬグも＿クやＵが地価一〆さ＿〆もー声も＿かもノバも＿9・も＿〆も一ハｈダーｊ

電話局からのお知らせ

7月1日から中闇市、岡垣、遠賀、芦屋、苅田

各町の市内局番が3桁にかわります。

市外局番は、すべて093になります。

◎北九州市、中間市、遠賀郡各町苅田町の電話へ

かけるときは、市内局番＋電話番号だけでかか

るようになります。

（例〕水巻町から遠賀町にかけるとき。

㊨293＋相手の番号

◎実施月日は7月1日午前0時からです。

局　 名
現　　　　　 在 7 月 1 日以 降

市 外 局 番 市 内局 番 市 タト局 番 市 内局 番

海 老 津 0 9 3 2 8
2
3

0　9　3
2　8　2
2　8　3

遠 賀 川 0 9 3 2 9 3 0 9　3 2　9　3

芦　 屋 0　9　3 2　2
2　3

0 9　3 2　2　2
2　2　3

中　 間 0　9　3
2 4
2　5
2　6

0　 9　3　 ．
2　4　4
2　4　5
2　4　6

苅　 田 0　9　3 4　 4
4　6

0　9　3 4　3　4
4　3　6

水巻町教育委員会
℡201一一4321

内線723

昭和57年度水巻町芸芸雷雲事業予定表

事　　　 業　　　 名 開催 予定日 参 加 対 象 会 場 予 定 備　 考

前期 ゲー トボール大会 6 月 2 日 高齢者 男女 吉田球場 ｌミ卓

春期町民体育競技 大会 ． 6 月 6 日 中学生 以上 学鮎 セ ント チ ン球
ポ ト・

育少協推進委員研修会 6 月1 1日 推進委員 町 民会館
ｌンバ
ル ・レ

婦人健康教室 （前期） 6 月24 日 一般婦人 体 育セ ンター
パ剣 ｌ
レ追 ・

◎ 第24回青少年珠算競技大会 6 月2 7日 小 ・中学生 町 民会館
ｌ・バ
ビ ド

子供会等指 導書 レク大会

夏休 み学校 プール開放

7 月 4 日

夏休期 間中 校区内児童生徒 学校 プール

◎中学女子バ レーボール大会 8 月 1 日 中学女子 体育セ ンター

◎少年野球大会 （第18回）
8 月18 日

～ 22 日

小 ・中学生男子 毒毘球場

青少年団体指導者研修会 9 月2 5 日 町民会館

◎ 体育の 日競技大会 10月1 0日 成人男 女 学校 ・
体育セ ンター

後期 ゲー トボー ル大会 10月1 4日 高齢者 男女 吉田球場

◎ 第21回青少年兢書大会 10月24 日 小 ・中学生 頃未小学校

婦 人健康教 室 （後期 ） 10月28 日 一般婦人 体育 セ ンター

◎ 町功労 者表彰 11月 3 日

小学生女子

町民会館

文　 化　 祭
10月3 1 日

ｌ
1 1月 7 日

町民 会館

◎ 少女バ スケ ッ トボール大会 11月14 日 学校体育館

婦人教養 講座 （前期）
11月10 日

1 1月2 4 日
一般 婦人 町民会館

高齢者教養講座 （前期） 12月中旬予定 高齢 者男女

成人の 日式典 1 月1 5 日 町 民会館

婦人教 拳韓座 （後期 ）
2 月 9 日

2 月23 日
一般婦人 町民合郎

音少協委 員研修 会 2 月25 日 膏少協委員 町民会館

高齢老教贅講座 （後期） 3 月中旬予定 高齢 者男女

中卒就職者一 日研修 3 月 4 日 中学就職者

◎は、公民館単位の行事

小
・
中
・
高
校
生

の
た
め
の
教
育
相
談

小
学
生
や
中
学
生
、
高
校
生
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭
で
、
学
業
・
学

校
生
活
・
性
格
・
身
体
・
家
庭
生
活
・

進
路
・
交
友
異
性
・
非
行
・
し
つ
け
・

そ
の
他
、
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

？
。
教
育
庁
遠
賀
出
張
所
で
は
、
教
育

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

る
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
相
談
方
法

①
電
話
　
⑧
来
談
　
㊥
誘
間
（
要
望

に
応
じ
、
こ
ち
ら
か
ら
誘
間
し
ま
す

。
連
絡
先
　
教
育
遠
賀
出
張
所

八
幡
西
区
別
松
「
八
幡
総
合
庁
舎
二

階

」

　

審

6

9

1

・

2

6

3

1

電
気
工
事
士
試
験

▽
受
験
資
格
　
年
令
、
学
歴
、
性
別
等

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
試
験
科
目
・
日
時
及
び
場
所

7
月
1
8
日
（
筆
記
試
験
）

。
午
前
1
0
時
～
正
午

。
福
岡
工
業
大
学

1
0
月
1
7
日
（
技
能
試
験
）

。
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

。
福
岡
工
業
大
学

▽
受
験
手
数
料
　
4
、
9
0
0
円

▽
願
書
受
付
期
間

6

月

1

日

～

6

月

1

1

日

（

平

日

は

9

時
か
ら
午
後
4
時
、
土
曜
日
は
正
午

ま
で
、
日
曜
は
除
く
。
）

郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
6
月
1
日

か
ら
6
月
7
日
ま
で
の
消
印
に
限
る

▽
願
書
提
出
先

福
岡
県
商
工
部
工
業
課
電
気
火
薬
係

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7

日の和平日るえゝ力士領の方ヒ」
」
「
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③
　
（
水
巻
町
誌
か
ら
）

か

り

ん

じ

猪

熊

河

隣

寺

と

後
堀
河
院
（
一
二
二
一
）
の
こ
ろ
道
元
禅
師
が

宋
（
今
の
中
国
）
に
遊
学
し
て
の
帰
り
道
を
、
博

多
か
ら
宗
像
に
出
て
垂
水
越
か
ら
岡
添
い
に
来
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
安
徳
帝
の
落
ち
の
び

た
と
同
じ
道
順
を
芦
屋
に
向
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

猪
熊
に
姿
を
現
わ
し
た
旅
の
僧
を
見
て
、
猪
熊
の

老
人
が
「
和
尚
は
何
国
の
如
何
成
人
そ
」
と
、
禅

師
答
い
わ
く
「
我
天
地
の
間
に
生
れ
て
天
地
を
家

と
す
何
そ
一
処
の
里
あ
ら
ん
や
」
老
人
又
間
て
い河焼寺跡の観音堂

六一一・一一日．

わ
く
「
何
の
た
め
に
此
地
に
来
り
給
ふ
や
」
禅
師

い
わ
く
「
大
法
を
求
め
ん
が
た
め
唐
土
（
宋
）
に

遊
び
今
帰
朝
す
、
路
次
の
便
此
地
に
来
れ
り
」
な

ど
と
の
問
答
が
あ
り
、
高
僧
と
知
っ
て
、
こ
の
村

に
は
今
悪
い
病
気
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、
ど
う

か
救
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
と
、
道
元
師
は
地

蔵
菩
薩
の
像
を
取
出
し
て
「
此
像
は
我
唐
土
よ
り

請
釆
る
所
の
霊
像
也
、
菩
薩
は
六
道
の
能
化
に
し

て
大
悲
人
の
苦
に
代
り
給
ふ
そ
の
徳
不
可
測
、
汝

ど

う

げ

ん

ぜ

ん

じ

道

元

禅

師

等
此
像
を
安
置
し
二
心
に
信
仰
せ
は
救
苦
疑
な
し

な
は
六
道
輪
廻
の
苦
患
を
も
免
廻
し
て
云
々
」
と

い
っ
て
地
蔵
菩
薩
の
像
を
授
け
た
。
老
人
は
よ
ろ

こ
ん
で
な
お
禅
師
が
猪
熊
に
留
ま
っ
て
く
れ
た
ら

有
難
い
と
頼
む
が
、
禅
師
は
霊
像
を
拝
ん
で
い
れ

ば
自
分
が
居
る
の
と
同
じ
だ
と
去
っ
て
し
ま
う
。

早
速
老
人
は
其
処
に
一
字
を
建
て
て
地
蔵
菩
薩
を

安
置
す
る
と
、
村
の
人
達
も
き
き
つ
け
て
信
心
し

た
の
で
「
疾
災
た
ち
ま
ち
に
消
滅
し
、
お
の
お
の

歓
喜
の
眉
を
開
き
に
け
り
」
疫
病
は
退
散
し
た
。

そ
れ
か
ら
元
和
元
年
（
〓
ハ
一
五
）
約
四
百
年
後

に
な
っ
て
、
江
藤
次
郎
左
ヱ
門
と
い
う
人
が
堂
字

を
再
建
し
て
、
慈
雲
山
河
隣
寺
と
山
号
寺
号
を
奉

っ
て
い
る
。
こ
の
山
号
は
芦
屋
の
安
養
寺
と
同
じ

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
か
ら
安
養
寺
の
別
院
と
し

て
の
性
格
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
四
百

年
と
い
う
永
い
年
月
に
は
無
住
の
時
代
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
方
治
四
年

（
〓
ハ
六
一
）
に
、
江
藤
、
原
田
の
両
氏
が
村
人

の
協
力
で
再
興
し
、
つ
い
で
明
和
八
年
（
一
七
七

一
）
再
興
遷
仏
供
養
の
会
を
修
し
た
。
今
は
無
縫

塔
三
基
と
一
本
の
楠
の
木
を
残
す
だ
け
で
、
地
蔵

菩
薩
の
像
も
な
い
。
傍
ら
に
観
世
音
菩
薩
の
お
堂

が
あ
る
の
も
或
い
は
霊
跡
と
し
て
の
名
残
か
も
わ

か
ら
な
い
。

道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）

鎌
倉
初
期
の
禅
僧
。
日
本
曹
洞
宗
の
開
祖
。
京
都
の

人
。
比
叡
山
で
出
家
し
、
一
二
二
三
年
に
宋
に
渡
り
二

七
年
帰
朝
後
、
京
都
深
草
の
興
聖
寺
を
開
い
て
法
を
弘

め
た
。
四
四
年
越
前
に
永
平
寺
を
開
く
。

■

■

ｌｌ■ｌＬｌｄＩＪｌｌｌＬｌＪ Ｈｌ■ｌＬｌ］ｎ■ｌＪＩＨｌ■ｌＪｌｌｔＪｌ■ｌＨＬｌｌｌＨｒＪｌｑｌＴｌｒｌｒｌＩＩＪ Ｌ．ＨＨ．ｌｑｌｌｌｒｌＪｌｌＩ■ｒＪＩＩＩＴｌ■ｌＩＩＴｔ＊ＩＨｂｌＪＩＩｌｌＪＩＰｌｌｌＰＩＩ Ｈｒｌ■111ＰＪＪｌｕ■ｌｒｌＩｌ■ＴｑＩＨｆ11．日■Ｌ■ＩｎＴｌｒｌｌＩＰｌｔｌＨＪｑｌＪＭｔｌｒＬＩ，ｒｌｒｍｌｑ＝ｌｌ11ｒｌｌｌＪｒＪｌｒｌｔｌ）ＭｄｌＪｌｌｌｒｌｌＰＪＩＪ

さつき展

と

写真展
（花）

初
夏
を
つ
げ
る
花
、
〝
さ
つ
き
″
の

展
示
会
が
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
、
「
さ
つ
き
同
好
会
」
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
す
。
会
員
が
丹
精
し
て

育
て
た
作
品
を
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
同
時
に
水
巻
写
真
同
好
会
に
よ

る
「
花
の
写
真
展
」
も
開
か
れ
ま
す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
日
時
　
5
月
2
8
Ｒ
7
5
月
3
1
日

9
時
～
2
0
時
（
5
月
3
1
日
は

1
7
時
ま
で
）

▽
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

▽
主
催
　
水
巻
さ
つ
き
同
好
会

水
巻
写
真
同
好
会

水
巻
居
合
道

同
好
会
員
募
集

真
剣
を
抜
い
て
心
身
の
鍛
練
を
し
て

見
ま
せ
ん
か
。
男
・
女
年
令
は
問
い
ま

せ
ん
、
初
心
者
の
人
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
0
時

▽
師
範
　
教
士
八
段
　
山
下
貞
利
先
生

▽
会
　
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

▽
申
　
込
　
練
習
日
に
会
場
に
て
受
付

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
福
岡
県
糸
島
郡
前
原
町
大

字
加
布
里
字
天
禅
寺
3
3
1
番
地

。
届
出
先
　
糸
島
郡
志
摩
町
妙
楽
寺

審

0

9

2

・

7

7

1

・

4

1

0

6

。
届
出
期
限
　
5
7
年
6
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大

字
折
崎
字
吉
の
浦
「
中
屋
敷
墓
地
」
．

ヱ
噂
出
先
　
録
洲
町
役
場
福
祉
課

魯

0

9

6

8

7

・

8

・

3

1

1

1

。
届
出
期
限
　
5
7
年
7
月
5
日
ま
で

寄
付
の
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が

あ
ｈ
ノ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

吉
　
田
　
二

故
新
川
ハ
ル
ヱ
殿

新
川
　
隆
昌
殿

故
粗
井
俊
太
郎
殿

粗
井
フ
ジ
ヱ
殿

吉
　
田
一
故
岩
下
　
シ

岩

下

一

頃
　
　
　
末
　
故
真
鍋
　
克

真
鍋
　
久

立
　
屋
　
敷
　
故
梅
田
　
秀

梅
田
ヒ
サ

梅
ノ
木
団
地
　
故
岡
田
　
サ

岡
田
　
弘

吉
　
田
　
三
　
故
山
田
タ
ツ

山

田

一

机

故
小
田
マ
ツ

小
田
　
和

広報は、見落しがないよう、すみずみまでよくお読み下さい。

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
諌
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ロ
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


